
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

早いもので1学期も終わりに近づいてきました。7月18日に終業式を終えると４４日

間の夏休みに入ります。1学期の後半は毎日が暑さとの闘いでしたが、大きな事故もなく

子どもたちはいきいきと学校生活を送ることができました。これも地域の皆様、保護者の

皆様のご協力のおかげです。ありがとうございました。 

 さて、長い夏休み、それぞれの子にとって、思い出に残るすてきな夏休みになることを

願っています。そして9月には、「お帰り！」と笑顔で再会できることを心から楽しみに

しています。 

 

 

読書の楽しさを知る機会を増やす

ため、平尾小学校では毎年、６月初めからの１か月を

「読書月間」としています。今年は、学年ごとの「お

すすめ５０冊」を読破することを目指して、目標冊数

や目標ページ数を決めてチャレンジしました。保護者

の方には、「うち読」（お家の人と一緒に読書すること）

にもご協力いただきました。図書室では「読書くじ」

などのイベントが企画され、休み時間にはたくさんの

子が図書室に来ていました。 

また、７月３日には読み聞かせボランティアのみな

さんが「お話の会」を開いてくださいました。今回は「し

りとりが好きなおうさま」と「なんにもせんにん」のお

話を、歌やペープサートを交えて楽しく読み聞かせし

てくださいました。子どもたちは目を輝かせてお話に

聞き入っていました。 

学校では国語の授業はもちろん、毎日の朝読（朝の読書

タイム）、月に２回の読み聞かせ、図書委員会やボランテ

ィアの方主催のイベントなど、本に触れる時間をできるだけ増やすことに努めています。し

かし、毎年のアンケートでは、「家で読書をしている」と答える子の割合が年々減少してい

るのが現状です。小学生時代の貴重な時間のすべてをゲームや動画鑑賞で奪われてしまうの

はもったいないことです。たくさんの本に触れ、豊かな読書体験をしてほしいと願っていま

す。 

観音山 

平尾小学校だより 
第 6号 

令和 7年 7月 15日
2022.4.7 

 

【お話の会】 

【読み聞かせ】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度の学校経営の重点努力目標の一つである、「安全管理を徹底し、子どもの命を守る

ことができる学校をつくるとともに、安全教育の推進を図り、自ら安全に行動できる資

質・能力を育成する」を目指して、１学期もいろいろな取り組みをしてきました。自然災 

害、事件、事故など身の回りには危険がたくさんあります。どれも起こってはならないこ

とですが、いざというときのために自分の命を守るための知識を身につけ、適切な行動が

できるようにしておくことはとても重要なことです。 

職員も毎年、訓練や研修会を行い、知識のアップデートに努めています。自分たちの訓

練の様子を動画に撮って振り返りながら、問題点を話し合ったり、事後に専門家にご指導

いただいたりするなど、研修方法を工夫して、いざというときに適切な判断をし、行動す

ることができることを目指しています。 

 夏休み中は学校外で危険に巻き込まれることも考えられます。ご家庭でも交通安全、不 

審者対策、災害時の行動などについて折に触れてご指導いただきますようお願いします。 

【引き取り訓練（大雨時）】 【不審者対応訓練】 

【交通安全教室（１年生）】 【救命講習（職員）】 【自転車教室（３年生）】 

【保小合同引き取り訓練（地震時）】 

【アレルギー対応研修（職員）】 【不審者対応訓練（職員）】 


